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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 15,866 △6.0 375 ― 289 ― △18 ―

22年3月期第2四半期 16,876 △5.2 △360 ― △440 ― △451 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △0.61 ―

22年3月期第2四半期 △15.14 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 30,252 7,014 23.0 233.16
22年3月期 31,410 7,045 22.2 234.16

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  6,965百万円 22年3月期  6,987百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― 0.00 0.00 0.00
23年3月期 ― ―

23年3月期 
（予想）

0.00 0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 34,500 △2.3 500 260.2 400 207.0 250 ― 8.38



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信【添付資料】P．３「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P．４「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 32,500,000株 22年3月期  32,500,000株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  2,625,036株 22年3月期  2,659,272株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 29,853,077株 22年3月期2Q 29,846,853株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部企業に収益の改善がみられたものの、雇用情

勢の悪化やデフレの影響などにより、引き続き厳しい状況にありました。個人消費につきましては、持

ち直しの動きがみられるものの、雇用不安や景気の先行き不透明感などのマイナス要因もあり、全体と

して厳しい状況が続いております。 

当靴業界におきましても、異業種を交えた競争の激化や低価格販売志向による商品価格の低下などか

ら、依然として厳しい事業環境にあります。 

このような環境のなか、当社グループは、ブランド特性に応じた販売チャネル別の営業体制の下で、

店頭売上を重視した営業活動、カジュアル・コンフォート商品の開発、直営小売店の出店など積極的な

営業活動に注力するとともに、不採算店の閉店、売上原価や販売管理費の見直しなどコスト削減に取り

組んでまいりました。 

売上面では、一部のブランドで売上を伸ばしたものの、景況感の悪化や天候不順による厳しい外部環

境もあり、前年を下回る結果となりました。 

一方、利益面では、不採算店の閉店など店舗運営の効率化や人件費、賃借料等の固定費削減効果によ

り、デリバティブ評価損116百万円の計上があったものの、営業利益、経常利益ともに前年を上回る結

果となりました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は15,866百万円(前年同四半期比6.0％減)、営業利益

は375百万円(前年同四半期営業損失360百万円)、経常利益は289百万円(前年同四半期経常損失440百万

円)となりました。しかしながら、株価の下落により投資有価証券を減損処理したことなどから、四半

期純損失は18百万円(前年同四半期純損失451百万円)の計上となりました。 

  

報告セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。 

  

（靴小売事業） 

ブランド・業態別では、リーガルシューズ店、クラークスショップ、ネット通販は比較的堅調に推移

いたしました。また、９月中旬より実施したリーガルウィーク（秋のキャンペーン期間）の店頭売上は

目標を達成するなど消費復調の兆しも見られました。一方で、昨年は好調であったアウトレット店の売

上が減少したこと、ナチュラライザーショップの店頭売上が、全体では前年を上回ったものの、前年下

期に開店した店舗の売上純増が主要因であり、既存店ベースでは前年を下回るなど、総じて苦戦いたし

ました。 

出退店につきましては、成都伊勢丹店 (中国)、青島陽光店 (中国) など計６店舗を出店し、オンデ

ィーヌ松本店、ナチュラライザーショップ札幌店など計７店舗を閉店いたしました結果、直営小売店の

店舗数は、124店舗 (前年同四半期129店舗) となりました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は7,459百万円、営業損失は52百万円となりました。 

  

（靴卸売事業） 

紳士靴では、カジュアル・ウォーキングカテゴリーの商品が引き続き好調であり、特に「リーガルウ

ォーカー」は大幅に売上を伸ばすことができましたが、ビジネス商品が伸び悩むなど、総じて苦戦いた

しました。一方で、近時取り組んでおりますアパレル業種との協業活動は順調であり、従来の顧客層以

外からも支持されるなど、当社のブランド認知度を高めることができました。 

婦人靴では、「ビューフィット」のレインシューズなど一部のカテゴリーでは好調に推移いたしまし

たが、サンダルやエレガンス商品が苦戦したことや、９月まで続いた猛暑の影響により、秋物商品の店

頭売れ行きが遅れるなど、総じて低迷いたしました。しかしながら、夏物バーゲン商品在庫が減少した

ことにより、流通値引が大幅に削減され、利益率改善には寄与いたしました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は8,350百万円、営業利益は317百万円となりました。

  

（その他） 

不動産賃貸料の収入など、その他事業の当第２四半期連結累計期間の売上高は141百万円、営業利益

は56百万円となりました。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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①資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、30,252百万円となり、前連結会計年度末に比べ

1,157百万円減少いたしました。これは、本社新社屋への移転などに伴う有形固定資産の増加が865百万

円あったものの、借入金の返済などにより現金及び預金が1,717百万円減少したことや受取手形及び売

掛金が664百万円減少したこと、また投資有価証券が株価の下落による減損処理などにより、129百万円

減少したことなどによるものであります。  

当第２四半期連結会計期間末における負債は、23,238百万円となり、前連結会計年度末に比べ 1,127

百万円減少いたしました。これは、借入金の返済などにより、短期借入金が815百万円、長期借入金が

303百万円減少したことなどによるものであります。  

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、7,014百万円となり、前連結会計年度末に比べ 30百

万円減少いたしました。これは主に、四半期純損失を計上したことなどにより、利益剰余金が20百万円

減少したことや為替換算調整勘定が17百万円減少したことなどによるものであります。 

  

②キャッシュフローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、1,576百万円と、前年同四半期と比べ

189百万円の増加となりました。 

 当第２四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は、以下のとおりでありま

す。 

  

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、213百万円と、前年同四

半期と比べ1,376百万円の増加となりました。  

主な要因としては、前年同四半期では仕入債務の減少額が874百万円ありましたが、当四半期では仕

入債務の増加額が11百万円あったことや、前年同四半期では税金等調整前当期純損失472百万円計上し

たのに対し、当四半期では税金等調整前当期純利益119百万円を計上したことなどによるものでありま

す。 

  

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、△812百万円と、前年同

四半期と比べ679百万円の減少となりました。  

主な要因としては、前年同四半期にありましたソフトウェアの取得による支出45百万円が当四半期で

はなかったことや、前年同四半期にはなかった投資有価証券の売却による収入が72百万円あったもの

の、本社新社屋への移転などに伴い有形固定資産の取得による支出が前年同四半期と比べ898百万円増

加したことなどによるものであります。 

  

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、△1,123百万円と、前年

同四半期と比べ1,624百万円の減少となりました。   

主な要因としては、前年同四半期では短期借入金の純増加額が800百万円ありましたが、当四半期で

は短期借入金の純減少額が78百万円であったことや、長期借入金の返済による支出が前年同四半期と比

べ777百万円増加したことなどによるものであります。 

  

第２四半期累計期間につきましては、売上面は減少となったものの、利益面において不採算店舗の閉

店による店舗運営の効率化、売上原価や販売管理費の見直しなどコスト削減効果により、平成22年５月

14日公表の数値を上回ることとなりました。 

通期見通しにつきましては、市場環境は依然として厳しい状況が続いており、今後の為替や株価の動

向が業績に影響を及ぼす可能性があるなど先行きの見通しが不透明なことから、平成22年５月14日公表

の予想数値を据え置くことにしております。 

詳細につきましては、本日（平成22年10月29日）別途開示いたします「業績予想の修正に関するお知

らせ」をご参照ください。 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

①簡便な会計処理 

法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定

する方法によっております。  

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時

差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる会社については、前連結会計年度において使用

した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。また、前連結会

計年度末以降に経営環境等、又は、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められる会社について

は、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい変化

の影響を加味したものを利用する方法によっております。 

  

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

  

表示方法の変更 

四半期連結損益計算書関係 

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日) に基づく「財務

諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」 (平成21年３月24日 

 内閣府令第５号) の適用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期

純損失」の科目を表示しております。   

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,593 3,310

受取手形及び売掛金 5,238 5,903

商品及び製品 6,952 6,467

仕掛品 185 189

原材料及び貯蔵品 445 409

その他 1,201 1,108

貸倒引当金 △268 △342

流動資産合計 15,347 17,047

固定資産

有形固定資産

土地 2,290 2,279

その他（純額） 3,269 2,415

有形固定資産合計 5,560 4,694

無形固定資産

のれん 86 100

電話加入権 27 27

ソフトウエア 39 44

無形固定資産合計 152 171

投資その他の資産

投資有価証券 4,094 4,224

敷金及び保証金 3,004 3,128

その他 2,335 2,284

貸倒引当金 △242 △140

投資その他の資産合計 9,191 9,496

固定資産合計 14,904 14,363

資産合計 30,252 31,410
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,560 4,479

短期借入金 7,923 8,738

未払法人税等 59 66

賞与引当金 175 178

ポイント引当金 433 419

移転関連損失引当金 815 815

店舗閉鎖損失引当金 7 54

その他 1,720 1,865

流動負債合計 15,694 16,616

固定負債

長期借入金 1,776 2,079

退職給付引当金 3,644 3,728

資産除去債務 196 196

その他 1,925 1,744

固定負債合計 7,543 7,749

負債合計 23,238 24,365

純資産の部

株主資本

資本金 5,355 5,355

資本剰余金 700 702

利益剰余金 1,177 1,197

自己株式 △429 △439

株主資本合計 6,802 6,816

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △196 △205

繰延ヘッジ損益 △8 △9

土地再評価差額金 416 416

為替換算調整勘定 △47 △30

評価・換算差額等合計 163 171

新株予約権 5 9

少数株主持分 42 48

純資産合計 7,014 7,045

負債純資産合計 30,252 31,410
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(2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年９月30日)

売上高 16,876 15,866

売上原価 9,751 8,755

売上総利益 7,124 7,110

販売費及び一般管理費 7,485 6,734

営業利益又は営業損失（△） △360 375

営業外収益

受取利息 23 24

受取配当金 14 16

持分法による投資利益 101 94

雑収入 64 50

営業外収益合計 204 185

営業外費用

支払利息 82 84

売上割引 22 20

デリバティブ評価損 160 116

雑支出 19 50

営業外費用合計 283 271

経常利益又は経常損失（△） △440 289

特別利益

店舗閉鎖損失引当金戻入額 － 5

その他 － 0

特別利益合計 － 6

特別損失

固定資産除却損 31 9

貸倒引当金繰入額 0 6

投資有価証券評価損 － 149

ゴルフ会員権評価損 － 2

投資有価証券売却損 － 8

特別損失合計 31 177

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

△472 119

法人税、住民税及び事業税 36 59

法人税等調整額 △60 77

法人税等合計 △24 137

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △18

少数株主利益又は少数株主損失（△） 3 △0

四半期純損失（△） △451 △18
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【第２四半期連結会計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
 至 平成22年９月30日)

売上高 9,121 8,527

売上原価 5,462 4,894

売上総利益 3,658 3,632

販売費及び一般管理費 3,810 3,447

営業利益又は営業損失（△） △151 184

営業外収益

受取利息 11 12

受取配当金 0 0

持分法による投資利益 73 54

物品売却益 30 10

雑収入 18 27

営業外収益合計 133 105

営業外費用

支払利息 42 40

売上割引 8 10

デリバティブ評価損 104 52

雑支出 4 35

営業外費用合計 159 138

経常利益又は経常損失（△） △176 151

特別利益

店舗閉鎖損失引当金戻入額 － 3

投資有価証券評価損戻入益 － 29

その他 － 1

特別利益合計 － 33

特別損失

固定資産除却損 23 6

貸倒引当金繰入額 0 6

ゴルフ会員権評価損 － 2

投資有価証券売却損 － 8

特別損失合計 24 24

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

△200 159

法人税、住民税及び事業税 21 30

法人税等調整額 △119 39

法人税等合計 △98 70

少数株主損益調整前四半期純利益 － 89

少数株主利益又は少数株主損失（△） 2 △1

四半期純利益又は四半期純損失（△） △105 90
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△472 119

減価償却費 181 171

のれん償却額 19 13

ソフトウエア償却費 1 5

長期前払費用償却額 6 6

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 28

賞与引当金の増減額（△は減少） △9 △2

ポイント引当金の増減額（△は減少） 23 13

退職給付引当金の増減額（△は減少） △82 △84

受取利息及び受取配当金 △38 △41

支払利息 82 84

持分法による投資損益（△は益） △101 △94

有形固定資産除却損 31 9

投資有価証券評価損益（△は益） － 149

投資有価証券売却損益（△は益） － 8

売上債権の増減額（△は増加） 590 681

たな卸資産の増減額（△は増加） △386 △534

仕入債務の増減額（△は減少） △874 11

未払消費税等の増減額（△は減少） △0 △52

割引手形の増減額（△は減少） △264 △17

破産更生債権等の増減額（△は増加） － △99

その他の資産の増減額（△は増加） 35 △54

その他の負債の増減額（△は減少） 146 △31

小計 △1,109 291

利息及び配当金の受取額 60 64

利息の支払額 △75 △82

法人税等の支払額 △39 △59

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,163 213
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △17

有形固定資産の取得による支出 △153 △1,051

ソフトウエアの取得による支出 △45 －

投資有価証券の取得による支出 △9 △10

投資有価証券の売却による収入 － 72

貸付金の回収による収入 1 1

その他 73 193

投資活動によるキャッシュ・フロー △132 △812

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 800 △78

長期借入れによる収入 － 35

長期借入金の返済による支出 △298 △1,075

自己株式の売却による収入 0 －

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 － △3

リース債務の返済による支出 － △1

ストックオプションの行使による収入 － 0

財務活動によるキャッシュ・フロー 501 △1,123

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2 △12

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △797 △1,734

現金及び現金同等物の期首残高 2,183 3,310

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,386 1,576
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該当事項はありません。 

  

【事業の種類別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

全セグメントの売上高の合計、営業損失の合計額に占める靴関連事業の割合が、いずれも90％を超え

るため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

【所在地別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。 

  

【海外売上高】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報
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【セグメント情報】 

  

(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平

成21年３月27日) 及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針

第20号  平成20年３月21日) を適用しております。 

  

１.  報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可

能であり、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象と

なっているものであります。 

当社グループは、内部管理上採用している区分に基づき販売方法の類似性を考慮し、「靴小売事

業」、「靴卸売事業」の２つを報告セグメントとしております。 

靴小売事業…直営店における靴関連の小売販売、インターネットにおける靴関連の小売販  

       売、「リーガルシューズ」フランチャイズ店からのロイヤリティ収入 

靴卸売事業…各種靴の専門店及び百貨店等への靴関連の卸売販売 

  

２.  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間 (自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

  

 
(注) １. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸等の事業を含んでお

ります。 

   ２. セグメント利益又はセグメント損失(△)の調整額は、主にセグメント間取引消去であります。 

     ３. セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

３.  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３靴小売事業 靴卸売事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 7,459 8,350 15,809 57 15,866 ─ 15,866

  セグメント間の 
 内部売上高又は振替高

─ ─ ─ 84 84 △ 84 ─

計 7,459 8,350 15,809 141 15,950 △ 84 15,866

セグメント利益又はセグメン
ト損失（△） 
(営業利益又は営業損失(△))

△52 317 265 56 322 53 375

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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